
２０２３年度原油価格・物価高騰、子育て及び新型コロナ対応支援枠　１次募集　採択団体・事業一覧

助成申請額

(単位:円)

うち
①直接経費
②管理的経費

1 社会福祉法人
飯田市社会福祉協議会

飯田市
困難を抱えるこども世帯等への支援事業
「もぐもぐサポーター事業」「日用品配
布事業」

〇 現在飯田市社協で把握しているもぐもぐサポーター事業登録世帯（困窮者世帯への食糧支援）を通じ、
継続的な相談や支援を地域内で行える仕組みとしていく。
〇 管内の子育て支援課や相談機関との連携により、あらたな食糧支援や継続的支援見守りなど支援が必要
な世帯に支援が届くような連携体制づくりを行う。
○民間事業所との連携により、支援が必要な世帯へ支援が届く連携体制づくりを行い、支え合いに対する
意識醸成を図る。
〇もぐもぐサポーター（ひとり親世帯への食糧支援事業）に安定した食糧調達の仕組みとして、フードド
ライブの活動など地域内のボランティア活動の促進や協力団体企業等へ働きかけていく。地域における支
えあいの活動の醸成とともに、食品ロスの軽減など環境や暮らしに配慮した取組みを推進していく。
○児童養護施設から退所してひとり暮らしを始める単身世帯者が安心して地域で自立した暮らしができる
よう、相談機関等と連携し、必要に応じて定期的な食糧および日用品の配布により,相談支援体制を継続し
ていく。

5,201,000
① 5,201,000

②　　 　　0

2 社会福祉法人
山ノ内町社会福祉協議会

山ノ内町 くらし・ふれあいサポート事業

〇新型コロナウィルス感染症及び原油価格・物価高騰に伴い生活困窮世帯や、社会的孤立の方などを対象
に日常生活を支える仕組みを北信地域全体に構築していく。
〇日常生活の中で必要な食料品・日用品をまとめた生活支援パックを提供していくことで、北信地域の現
状把握を含め支援団体との連携へつなげていく。
〇これまで支援に至らなかった人(特に外国人)へのアプローチを含め、支援者や周りの人たちとふれあ
い、良好な関係をつくることは幸福感の維持や向上に役立つものであり、孤独・孤立対策やサービスの必
要な方への支援へとつなげていく。
〇北信地域市町村社協や行政・地域包括支援センター・ケアマネージャー・障がい者施設等と連携し、北
信地域における安心したくらしにむけた支援や地域づくりを継続していく多職種連携や多文化共生の仕組
みを検討する。

10,587,400
① 10,045,800

②　  541,600

3 社会福祉法人
木祖村社会福祉協議会

木祖村 しあわせ安心生活応援総合事業

〇木曽郡内で暮らす困窮者世帯へ食料品パック、生活必需品パックの配達や必要に応じて宅配サービスを
定期的に行う。電気やガス使用料の高騰により料金の滞納でサービスが休止された世帯へ反射式ストーブ
の貸与と灯油を提供し冬期間の暖房用具として利用いただく。また、カセット式コンロを貸与し調理器具
として使用いただく。ガスボンベは支給する。必要の無くなった貸与品については目的達成後返却いただ
き希望する自治体へ災害時の装備品として防災倉庫へ備え付けるものとする。
〇郡下各地域で開催されている「こども食堂」の支援のため、必要に応じ食料品等を提供する。
〇郡下ひとり親世帯や困窮者世帯の多様なニーズに結びつけるため、高校進学支援として学習塾１０月以
降の月謝を３万円／月を上限に支援する。申請に基づき学習塾へ交付する。また、中学校入学時の制服や
指定のスポーツウエア、体育館シューズ等の費用の一部を支援する。国や村の補助制度はあるものの生徒
の支援に充てているか確認のしようがないため、入学の準備金として一律２万円を取扱店へ交付する。
〇俗にいうゴミ屋敷解消のため、清掃片付けの人的支援及び処分費の支援を行う。
〇食品パックや備蓄品の保管のため物置を設置する。支援物資等の配達に使用するため軽貨物ワゴン車を
リースする。

10,619,200
①  9,956,200

②　  663,000

4 社会福祉法人
伊那市社会福祉協議会

伊那市
アウトリーチを主体とした生活困窮世帯
等への支援ネットワーク構築事業

〇令和５年度に引き続き、上伊那広域で食糧支援事業に取り組むことにより、アウトリーチ支援を実施で
きるネットワークの仕組みづくりをしていく。
〇事業対象者は特例貸付借受世帯、本則生活福祉資金借受世帯、生活相談世帯等のうち、複雑な生活困難
課題を抱え支援が必要な世帯（要支援世帯）を対象とする。社会福祉協議会には、要支援世帯以外にも多
くの世帯から相談があり、アウトリーチの一環として電話や訪問支援を行っている。相談支援・アウト
リーチのきっかけとして食糧支援を実施することによって、食にかかる不安を軽減するとともに関係性の
構築を図る。配送等による定期的な食糧支援以外にも、地元企業や民間事業者、NPO等関係団体からの協力
を得ながら、食糧支援をはじめとした多様な生活支援に取り組んでいく。
〇さらに各市町村担当の生活就労支援センター（まいさぽ）とも連携し、生活困窮者支援を効果的に行う
広域的な仕組みづくりを進める。

12,842,978
① 12,240,778

②　  602,200

5 社会福祉法人
軽井沢町社会福祉協議会

軽井沢町
様々な人をつなぎ気にかけ合う場づくり
と生活課題に寄り添う支援事業

事業全体の目標を3つ設定する。
①アウトリーチをきっかけに本当に困っている生活困窮者・世帯や支援の手が届かない人（いわゆるグ
レーゾーン）を発見し、適切な支援につなげる。
②食料支援に力をいれることで家計負担を軽減する。
③障がい者の活動の場を確保・拡大し、賃金の向上を図る。
特に、グレーゾーンの発掘に力を入れていく。高齢者世帯については本会の持つ要支援者台帳の活用、特
例世帯については前年度に出したアンケートが帰ってこなかった世帯へのアプローチ、子育て世帯につい
ては学校との連携やSNSを中心とした呼びかけを行うことにより、本当に支援が必要な世帯を発見する。
具体的な方策として、以下の８つの事業を行う。
（１）食料支援を兼ねたアウトリーチの実施
（２）子ども食堂
（３）子どもの居場所
（４）ちいき食堂
（５）ちいきの居場所
（６）子ども食堂・ちいき食堂の事業継続に向けた寄付運動
（７）チャレンジ広場
（８）生活困窮世帯の子どもに対する学習・生活支援事業

8,718,200
①  8,718,200

②　        0

6
労働者協同組合
ワーカーズコープ・
センター事業団

松本市

（本部
東京都）

長野県中信地域におけるフードバンク・
フードパントリー事業

物価高騰の影響下に置かれた生活困窮世帯、潜在的な生活困難層に着目し、食糧、日用品の提供を中心と
した緊急的支援、伴走支援、およびそれに伴う松本市諸機関とのネットワーク強化を行う。
①松本地域でのフードバンク事業を強化し、他機関との連携を推進する
　ワーカーズコープ松本事業所がこれまでのフードバンク事業において培ってきた松本市自治体、社会福
祉協議会まいさぽ、NPOサポートセンターとまり木とのつながりを活かし、困窮世帯へスムーズに物資が行
き渡る仕組みを構築する。松本市での食糧回収、配布それぞれの機能を強化することで、使われない食品
の循環を促進し、低コストで安定的に物資を供給する。
②松本地域での子育て世帯への波及力を活かし、潜在的な困難層へアプローチする
　松本地域子ども応援プラットフォームに属し、松本市児童館・放課後児童クラブ事業を指定管理者とし
て17年間担ってきた強みを活かし、子育て世帯を中心に必ずしも公的なセーフティネットにかからない潜
在的な困難層へアプローチする。
　市内のこども食堂利用者、および児童館・児童センター利用者への手上げ方式による広範な支援を行
う。「配って終わり」にはせずに世帯の困難に伴走するため、①に記した困窮者支援窓口への接続および
継続的な支援への移行、他団体の制服バンクや子ども食堂、松本市ひとり親家庭福祉会など民間団体との
連携を行う。

10,678,661
①  8,818,661

②  1,860,000

7 特定非営利活動法人
北アルプスの風

大町市 地域資源を大切に使って皆でつながろう

〇地域内の支援団体と関係機関との連携を促進しながら、これまで相談支援につながっていない対象の世
帯等へ支援につながる窓口を広げていき、大北地域を中心とした地域における継続した支援や地域の資源
を活用する継続的な仕組みを構築していく。
〇食糧支援を通じて、生活状況の変化にあわせて必要な支援機関との連携や地域内の孤立の予防、生活困
窮家庭等の多様なニーズ把握に結び付けていく。さらに配送業務を就労支援と連携したり、地域ボラン
ティアや活動団体など地域内での継続的活動につなげていく。
〇限界集落にも残る資源の有効活用として、柿の木の管理を行い、そこで収穫された柿を加工して支援対
象者へ配布するなどして食料支援に加え、地域資源の有効活用、食品ロス削減に繋げる
〇人口減少の中でも地域の存続のために未来を担う若者の資格取得（狩猟免許、電気工事など）、特に災
害時等での対応が必要不可欠な中、防災士等の資格取得を支援する

10,627,220
① 10,060,220

②　  567,000

8 特定非営利活動法人
はなぶさ学園

飯田市
物価高騰に負けない緊急支援と在宅ワー
ク支援の仕組み作り事業

〇緊急物資配布
　はなぶさ学園、松川町社協、まいさぽ下伊那、ほほゆめPJ、高森町社協、豊丘村社協、喬木村社協、阿
智村社協、下條村社協事務局がすでにリストのある要支援者に対して支援物資を配布する。
〇アウトリーチ（グレーゾーンの見つけ出し）
　松川町教員住宅、飯田市本町1丁目の2カ所に相談窓口を設置し、はなぶさ防災カフェを実施し、参加者
防災に必要なスキルをゲーム、動画で学ぶ。参加者は包装紙に事業の宣伝がプリントしてあるトイレット
ペーパー等を配布し、QRコードからHPや動画に誘導し、事業についての深い理解をしてもらう。要支援者
には手上げ方式で申込用紙を記入、またはHPから申し込みをしてもらい支援物資を配布する。また月に2回
程度はなぶさ防災カフェを下伊那地区各町村の公共施設の調理室を借りて広域にわたりアウトリーチを行
う。松川町役場で月2回の防災カフェ開催。

12,504,500
① 12,162,222

②　  342,278

9 一般社団法人
グローブソーシャル

諏訪市 諏訪地域みらい福祉創造事業

〇生活に困窮している家庭に、1回10日分の食料を提供。
〇諏訪圏域における生活困窮者の発見をするため、チラシの配布、ネットからの登録、及びこども食堂等
拠点をまわりその把握に努める。
〇食材については、保存可能な物を購入し、パッケージし宅配にて配送。

7,114,000
①  6,864,000

② 　 250,000

10 社会福祉法人
信濃福祉

長野市
アウトリーチによる多様な課題を抱えた
世帯への幅広い緊急支援と継続的な助け
合いモデルづくり

〇 フードバンク信州や長野市社協等の協力団体が把握している困窮者世帯への緊急支援を行うとともに、
行政やまいさぽなどの相談機関へのアクセスを促していく。
〇 管内社会福祉協議会の協力を得て、生活福祉資金の償還免除者や滞納者などで相談機関につながってい
ない緊急支援ニーズを掘り起こし、個別配送等の支援を行うともに、相談機関の利用を促進する。
〇 教育委員会やスクールソーシャルワーカーなどとの連携による中学校等へのアウトリーチの機会を活用
し、生活困窮世帯の把握と緊急支援を行うとともに、相談支援機関に関する情報を提供する。

16,230,300
① 16,230,300

②　        0

１次募集採択事業助成額合計 105,123,459

事　業　費

№ 　　　 団 　　体 　　名 所在地 事　　業　　名 事業概要

※助成額は、実行団体からご提出いただいた事業計画書、資金計画書に基づき算定しています。
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